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洗浄装置開口部の改善 常設蓋の設計・新設

（他装置組込式）１槽式洗浄装置
樹脂成形機器ノズルの洗浄（塩化メチレン）
洗浄剤年間使用量1～5トン、従業者数51～100人

手動２槽式洗浄装置
精密金属熱処理の脱脂洗浄（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ）

洗浄剤年間使用量1～5トン、従業者数1～20人

●その他の洗浄工程の改良・・・・・・洗浄剤の使用量は比較的少量だが、VOC排出削減を進
める方針で取り組み中であり、対策を検討。洗浄槽の開
口部だけ、液面が外部に出るように開口部の構造を改
良するようアドバイスし、事業所でステンレス板での溶
接により対策を実施した。しかし、回転する金属ブラシ
と溶剤の攪拌の関係から発泡剤の付着が増え洗浄不足
が発生した｡次善の策として、IPA（イソプロピルアルコ
ール）を塩化メチレンに混合し、溶剤の沸点を上げ蒸発
量を防ぐ方法を提案。
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●蓋、カバーの設置・・・・・・・・

●局所排気方法の検討・・・・・

●フリーボード比の確保・・・・

●洗浄装置周辺の風の減少・・・

排気口より下の位置に観音開き形式の軽い蓋を付け、洗浄作業
中もクレーンが入る部分以外は密閉状態にできるようにアドバ
イス。その後検討した結果、洗浄装置の上に、フレーム枠を作り、
洗浄作業中もクレーンが通る部分のスリット以外は、密閉状態に
できるようにする蓋を設計。（「自主的取組マニュアル」13ページ）
溶剤蒸気の排出は作業中が一番多いが、それ以外の時間での
局所排気の引き過ぎの改善。（「自主的取組マニュアル」10ページ）
フリーボード比が小さいのが基本的な問題だが、常設蓋をつ
ける。（「自主的取組マニュアル」15ページ）
周辺の環境を改善し、風の影響を受けにくくするよう提案。常設
蓋をつける。（「自主的取組マニュアル」9ページ）

対策後対策前

（他装置組込式）１槽式洗浄装置の外観

（アドバイスした装置断面設計）洗浄槽に定期的にミキシングヘッドが差し込
まれ、中の金属ブラシの回転と溶剤によって
自動的に洗浄される。回数は充填一回ごとに
洗浄が一回行われる。

装置開口部を改善し、外気に触れる洗浄剤の
液面の面積を最小限にとどめる。

手動２槽式洗浄装置の外観
常設蓋の概要図熱処理を行う作業者が各々で洗浄する。洗浄

作業がない時間帯も生じるが、局所排気は常
時ＯＮ。洗浄しない時はヒーターオフ。蓋は朝、
稼動時に開け、日中の作業時間帯は常時はず
している。作業終了時に蓋をする。

扉を開けてクレーンで吊った洗浄カゴ
を入れ、扉を閉めて透明側板から目視
でクレーンを操作。
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VOC排出抑制効果

投資額

コストダウン【洗浄剤削減分】

その他アドバイスによる効果

作業環境も改善され、使用量は50％以上削減の見込み。

現状の50％以上削減の見込み。

作業環境濃度もほぼ90％改善されることが期待できる。
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クレーン用スリット

透明側板 扉


